
正誤表 
 

p.39 1 段目 下から 6 行目 
 
 誤「240 曲」  →  正「200 曲」 
 
 
p.39 1 段目 下から 1 行目 
 
 誤「～弾き歌いであ、」  →  正「～弾き歌いである。」 
 
 
p.44 2 段目 上から 13 行目 
 
 誤「特物は、」  →  正「持物は、」 
 
 
p.45 1 段目 上から 9 行目 
 
 誤「喜舎場永玽は」  →  正「喜舎場永珣は」 
 
 
p.45 1 段目 下から 3 行目 
 
 誤「（神による詫宣人に～」  →  正「（神による詫宣、人に～」 
 
 
p.50 2 段目 下から 7 行目 
 
 誤「〈エー親田よー、」  →  正「〈エー天親田よー、」 



琉球古謡の多層性への一考案

会員 泉 恵得

1.緒言

言語学では､日本祖語を2つに分けて､1

つは ｢本土方言｣､1つは ｢琉球方言｣とす

るのが定説だが､このことが象徴しているよ

うに､｢琉球伝統音楽｣も又､その量や質､

そして形態の多様性さに於いて､一県の容量

としてとどまらないものを有していると言え

る｡それは､琉球が本土よりも地理的に中国

や東南アジアに近く立地している事や､12世

紀から約700年間､琉球王国という歴史が続

き､その中で独自の文化が醸成されたという

事に､その理由が見出せよう｡形態だけみて

も､例えば古謡に限って言えば､沖縄本島の

｢オモロ｣や ｢クェーナ｣｢アマウェ-ダ｣

｢テイルクグチ｣｢テ.イルル｣宮古の ｢ニー

リ｣｢アヤグ｣｢クイチヤ-｣｢タ-ビ｣｢フサ｣

｢ピャ-シ｣｢トウクルフン｣､八重山の ｢ユ

ンタ｣｢ジラバ｣｢カンフチ｣｢ニガイフチ｣

｢ユングトウ｣｢ジンヌム｣｢アヨー｣等々､

実に多層性豊かである｡次に､その量につい

て言えば､明治17年の調査によると､八重山

だけで800曲余 りの古謡が残っているとの報

告がある｡それらの古謡は､祭紀や儀礼､労

働等の歌あり､雨乞い等の神祭りや予祝祈願､

家造りや造船､航海安全､田草取りや穀類の

収穫等々の際に歌われるものであり､伴奏の

為の楽器類は原則として用いない｡

一方､屋内 (座敷)で三線や太鼓等の楽器

の伴奏によって歌われるのが､節歌 (ふしう

た)であり､八重山だけで100曲程有る｡沖

縄本島の節歌としては､まず､芸術音楽の範

噂に入れられる｢琉球古典音楽｣が240曲余り､
くんくんし-

｢工工四｣という楽譜集 (全4巻)に収録さ

れている｡その演奏形態は､『絃声一体』と

いうアフォリズムが語っているように､歌と

楽器 (三線)が分業して演奏されるのではな

く､個人による弾 き歌いであ､個に於いて

｢全きもの｣｢完壁｣を目指す故に ｢芸術音

楽｣或いは ｢芸術歌曲｣と言われているので

ある｡それから又､この ｢琉球古典音楽｣が

琉球王府の士族達の中で発達､熟練していっ

たのとは別に､民衆の中で生まれ､その日々

の暮らしの中で歌い継がれていった節歌が所

謂 ｢琉球民謡｣と呼ばれるものであり､これ

を合わせると､沖縄本島の節歌の数は､数百

曲に及ぶ｡この民謡も､比較的最近 (戦後)

作られたものを ｢新民謡｣又は ｢島歌｣と呼

んで､別のジャンルとして考えるのが普通で､

これ又､毎年百曲近くの作品が生まれている｡

最近は､これに加うるに ｢オキナワン･ポッ

プス｣と言われる分野でも多くの歌が生まれ

ている｡普久原恒勇をはじめ､知名定男､り

んけんバンド (照屋林腎)ディアマンテス

(アルベルト成間)等が毎年､次々と新しい

作品を作 り出して世に問うている｡まさに､

『歌の島 ･沖縄』の面目躍如という感を持つ

のである｡

さて､琉球における古謡の発生の起源は明

らかではないが､古い時代より民衆の間で歌

い継がれてきたものが古謡である｡前にも記

したように､楽器による伴奏を殆ど用いず(場

合によっては小さな鼓を手に持ってリズムを

取る時もあるが)､為に､素朴で簡明な歌謡

である｡神歌として使われる､殆ど唱えの様

な ｢呪頑的古謡｣から旋律線が変化に富む

｢叙事的古謡｣或いは ｢叙情的古謡｣まで､

実に様々で､20種以上もの古謡が沖縄の島々

で歌われており､それも､祭祀や労働等､用

途によって使い分けられる｡本論文に於いて､

私は､沖縄諸島とその周辺の離島に伝わる古

謡について考察する｡

第 1牽 くオモロ)

第 1節 地方オモロ

｢ウムイ｣という発音と表記でなされる場合

もあるが､奄美から沖縄諸島-かけて歌われ

る叙事的古謡の代表である｡その起源は､-
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般的に12世紀と言われている｡本来は､縄を

掬うごとく､舞踊､音楽､文学の3つが不即

不離に併きった形で､人から人-､又､ロか

ら耳へと伝えられた伝承歌謡であったが､

1531年から首里王府で編纂が始められ､1623

年に官撰｢おもろさうし｣として､全22巻1554

首が纏められ､その文学的側面だけは記録さ

れた｡しかしながら､音楽と舞踊の側面は記

録されなかったので､殆ど消失してしまった｡

ところで､オモロの語源については幾つも
〟.14)う

説がある｡沖縄学の泰斗､伊波普猷は､僧袋

中の書いた ｢琉球神道記｣を論拠にして､｢お
い)
杜で歌う｣という事から ｢オモリ｣- ｢オモ

ロ｣という説を唱えた｡仲原善息は文学的視

点で､｢思い｣を述べるという事から ｢オモ

リ｣- ｢オモロ｣になったという説を主張し､

又､山内盛彬は､琉球音楽の視座から､歌唱

の ｢想い入れ｣(表現法)から来ているとい

う説を取っている｡筆者は､伊波の説には多

少､無理があると思うので､後の二説を取 り

たい｡

オモロは､言わば ｢神歌｣なので､色々な

伝統神事や祭紀の中で歌われるが､それは主

にウンガミ (海神祭)とウマチ- (稲穂祭)

である｡ウンガミは沖縄北部 ･やんぼる一帯

で行われる海の神と山の神とを紀るもので､

豊漁や狩猟､航海の安全等を願う｡旧暦7月

頃に催される｡一方､ウマチ-は稲と麦の豊

作を祈願する祭りで､旧暦2月と3月､5月､

6月にそれぞれ行われる｡その他の演奏機会

としては､雨乞いや造船､家の新築等である｡

オモロの歌唱者は､主としてノロ (祝女)と

呼ばれる女性達である｡古来､琉球では､男

よりも女の方が霊力が高く､神に近いと考え

られており､従って､男がオモロを歌うこと

や､聖所等に立ち入ることさえ禁じる場合が

多かった｡これは､ヤマ トに於いて､神事を

執り行うのが､宮司や禰宜等の男であったの

と対照的である｡ノロの職制は､首里王府か

ら公文書によって任命され､又､同時に屋敷

や畑も与えられ､庶民もノロを現人神として

尊崇した｡謂わば一種の特権的職階だった｡

琉球全体のノロの頂点に立ち､統轄したのが
さこ1おL7か̂ ウ

テフイジンウドゥン (聞得大神)であり､御
/1カナシ-I(-
主加街志前 (琉球王)のウナイ (姉妹)がそ

の位を襲った｡演奏形態としては､先ずリー

ダーを務めるニー トウイ(音取り)が一節歌っ

た後に､残 りのノ口達が反復斉唱するという

形が基本であり､又､詩形の特徴としては､

対句形式が指摘される｡次に例を引く｡
や-つく
【家造りのオモロ】

いちふあそ-てい (五葉草紙を)

ななふあそ-てい (七草草紙を)

ゆかるふい-ん (良い日も)

まさるふい-ん (勝る日も)

詩形のもう一つの特徴は､歌詞の量が多

く､従って､節も多い｡喜如嘉の ｢柴差のオ

モロ｣は101番迄あるし､大宜味の ｢家造 り

のオモロ｣も97番迄､延々と歌われる｡次に､

その｢柴差のオモロ｣の歌詞を例示する｡(｢日

本民謡大観｣より引用)
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I. rJ ZI､レ爪 音の

2. あ まh くが 17 iコが

3. しの ふ くが シノ ミコが

4. き ざ し や 申 しは

5, くは たでい ち EZaを建てJ:うと

6 しま f=てい ら Aを建て上うと

7 み そ りば の(おっし○)っf=ので

8 しま じ り人 JL尻 も

9. うち ゃが とい # き上が っている

10. (=JL･み つ い 1=JHみつい (未詳)

ll.くん が ふ ん ESiLも

12. う ち やが とい # さ上がってい ろ

13. (=JL･みつい (=Jkhつい 仁未拝)

14. 1CLの す -が 西の*が

15. ひ が くい や い * に滋 九て

16. ひが の す -が 東の*が

ll. に し くい や い 西に屯 えて

18. ぐモ ー LJん C相鉄 を

19. か ′これ み そ ら 括 り合いflきって

20. ま や さ じん まや き地 lこ

21. う ちは - や 一に うち放 って

22. Lrい ね か /こ 蕪の型 を

23, わ か さい 分けて

2▲ か うC か /こ Jlの型 を

25 わ か きい 分けて

26. く る ち ら+人 見土 も

21. う らは や い うち放 って

也. くに く ざん EZZfJも

29. y)き う る ち T き♯ ろして

30. さ し う る ち 差 し井 ろして

31. し ま く ?'人 AfJも

32･ ぬ き うる ち ) さ降ろして

33 さ し うろ ち 差 し幹ろして

34. う▲ TLが に 大rLがね (背〕与

35_ 7)か き い 分けて

3& くに だ ちん 田立 ちも

37. し ま だ ちん JB立 ちも

38. FLや ぴ ゆ 人 な ります

39. ひ が n す - や 東のJFは

◆o ひ が lこ と 1ふ り 兼 に留 め.i

41. 1こしね す - や 西の■ は

42 1こしlこ と ラ7'り 西に甘 め 1

43. う しか す くや ま うしか吐山 (山の名) の

44 くぷ くJilや 甚 (くほh)々 は

45.ラ,Lん (:.こ ウ ワ ン書 を

46 さす うい trの 差 し■ える ものを

41. か L yTIF乙 女 (かし)木の4 争

48. さす うい trね 蓋 し従 えるものを

49. し ぎT_JICん シギt も

50. さす うい trね 差 し凍 える もの を

51. ふ くrfさん 7ク竹 も

52. さす うい trJl 差 しNは るもの 争

53. ん す ね さん イジュの木 も

54 さす うい ひ ね 差 しNL九ろ ものを

55. し じ し じゃ 筋々は

56. い くん T二lこ イクの4 せ

57 さす うい Lpn 差 し足 えろ ものを

58. ち ゃ- ぎfごIC イ文マヰのI を

59. さす ういtrね 善 し* える もの を

60. と ぅペ ちぎ ん トベラ木 も

61. さす うい Lpの 善 し稚 九ろ ものを

62. ね は た じゃ ℡畑地 は

63. あ か じ じ き 7分ジジキを

Gl. さす うい LT凸 差 し4 えろもの を

6i あか ちふ ^ ム あ TカチフT77を

66 さす うい ひ n 蓋 し4 1る もの を

61 ん rLちび^ /ナラベ (1物名) ら

68. さす うい ひ ね 差 し4 たる ものを

音の構造は､極めて多彩で､オモロごとに

多種多様である為､その特徴を特定すること

は難しいが､幾つかの事は言える｡(∋旋律の

音域が比較的狭 く､多くが 1オクタ-ヴ以内

である｡②旋律が5度以内でしか動かない､

極めて素朴で､朗唱風なものも多い｡(参琉球

旋法 (ドミフアソシド)に則ったものは少な

舟 ウム イ
▲rJうひい
flAn■.UJTIui

).Bq

1e kI A ●さ- か- も一ユー tl- に

2か み {･ ■一 に- は ぎ う-さ- て一.
3ヤ 土 人 9- は- あ み LF- け- ど
I うh AL ウー LL-fLみ あー ら-さ

[)I)
T)77777)

n
p
5
El

I
-

】

【
7777

】
】
l
I

69. く人 J'Jと うね 小港 の

n は T=は ′二や 3+々lま

71.あ だ lこん アブ/ち

72, さす うい & n 差 し■1るもの を

73. あ し人 (=lE Tシの■ 争

7●. さす うい tTぬ 善し♯ えろものを

75. は 王は ぎん ハ-?ホギ も

76. さす うい tTの 差 し■ たるものを

77. さ と う は た や 里* は

78. Lが 王 らん ノb'松 も

79. さす うい ttJl 善 しt Lろものを

8CL FLで いつ ち さ Zf(,i)で≠しい

SI. う ら う らJ) al々 の

8之 さ さ ざ きゃ q々は

83. う も し うい て い ウルJLをt 九て

81. く る し うい て い JL+々4 九て

85. rLみ ちLl- し 波打 ち通 しに

86. FL や ぴ ゆ ん lLります

87. あや ぎばに ★土羽が

88 し ろ ぎは に 自差羽が

89. A -か - る か 萌(b)九まわるまで

90 うい か - ろか 生 え変わるまで

91. に が や ぴて い JIいまして

92. い し く じ ま 石 くじまが

93 か に く じ ま 金 くじまが

94. うい か - る小 生 丸まbるまで

96. A - か - る か 弔 1変わる王で

96. に が や ぴ て い Iいまして

97. い し ぐ さに 石の扶Jt

98. h日とぐ さに 金のttを

99. ち さ さろか 突 ささる王で

leo.乃 さ とろ か T >さるまで

101 ICが やOrら ∫いましょう

い｡(彰律旋法的な曲も散見されるO⑤長い曲

もあるが､5-6小節程度を何度も反復する

単純な曲が多いO(むリズム構造も多様で､類

形性は見出しにくいが､曲の冒頭で前打音的

な形 (♪♪又はJ,TTj)を持っているものも多

い｡次に諸例を上げる｡(｢日本民謡大観｣よ

り引用)

i- さ q h や L)･るユ ひIL 今日のLLいBlとIl

へ- 7 -へー‥イ へ-7-へ--イ

乙 かみが ▲ IC tJgうさてt･○ 神のCをJt(Il)書けLl･ペて

1 やt h りIJ みろぴ11-t'* 山tJLTHIFEはかりtbも

l う^ みウJL rJ人 J>ちき ☆ ttJtlrlLlaがl!い

i りん ′⊃ 1 く IL との74･Jlく

と1暮 と11こき 〇 時･>瓜 っ(=か

6, i9/L▲▲うムたしがビー 負 号ホI大王が

■･h さ与に と Iさ とラ1こき 廿 7+でqt･tZっr=L

OLAb. うり-や rJさ人t'- ☆ +の上l亡llLrJ日で

と ,>が うー一 石 rJT^t'- 〇 月(とりの上l(Tろf
tlJまい}り す- 1Lや さ せ さあ足れJth さ^そろJ:

11 か くりcFL うと1るさと- ☆ ■れ干JIb･TDJ5しいr

12･ しん ▲ぴし うやtと-り o i'ノ■干Jlt干■a)創 t■っていろ1

13- 'tt-A,l̂ 1(二& 与がtら-さ O jf… が拝thも1

14 は*書8人 もどうちりさ せ 浜Itも手■(TTlらLlも1

15. 亡′人のう1こき うが15-さ ○ 葬の1■■LI､l■tn占.i



2し - 1だ- む一一 と111や rL7L- てL-
6わ い さ - ヤ ー - FL8さ -･ ど1 ち - ら 1 - と -

【■ ■)甘6Jl払い,
他 日 J.92くらいのナ/ポでNは り.7AAA中に火h=it(,Jって*+AではJ.121にiALf=.

中庭のウムイ
rLか ま一拍 う(′い

TtAkJrbbu-uTnui

J.00

ど や-ど ヤーてい く-か た-
r7(+)If77-'7払い.
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▲kJLmuyi
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J
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8. >ど うら らビー

9 あわす く▲

10 あTL王や ど-

ll. ぎrLJ)や - や

12. うひ さ くと l

ll nす t ちん ど-

1I ま くJL'ゆ-や

16_ ひ し ぐちに

)7 や ひ るモ ーJ:

18. や ひ るモ ーで

19 はい (=て .､て い

20. うい -か ら い ちJつ

21 わ fこゆ .ムy り

22 し ち ○か ら い ちわ

23 rLが り 暮 う り

I lこれ -や す や さす らt'や

2 み rLと Il lb 7･つ らどや せ

3 きん だ - さ人 ffl-

n るが 人 t ぐ ゆ し 勺で ､.

1 う くらが r= うて . らが rこ ☆

i hJL'人 が (: うつ きbtf二 ir

6 あ.Liん が rこ ひか じが'f= ☆

7 Tこん rLが T: ありす が ′= ☆

i - J)か ひ ヤ ーが あるひ-さ

む め か trや -が a)ろひ - さ
さ LTb･し して い と tLLlつ

か か み あ しこ′ ざれ ｢二りIl

か ゆT の ナ ウ と lて い ひ く

Ar HPT Jコ T T と †て .. ひ く

女 か ん J)しぴ し ら ち人

五井rLタモト (1祈)

立沖/Lクモ トに

書LJhす)のt(むしJB)を

八並htE九て

十並み色九て

■ ptN.■て

拝まれ}う

手JrLTT)ち〔Lt

Tワスタフ (A名)は

穴国 り書である

ジ 1コ■ノのJLは

をh多いので

広めJ'Lい上

マタブのJLは

ロのAである

干JP口に

･lJI羊 t

八JLI■キ

ミlり立てて

上か ら入っf=ち

Jlがはけrl.(穴がHけ)

下から入っT=ら

Y中が切れ上

ニチイのJklま兼ナ1_Jろう▲

レ一一L■-レ-ホーメ1-i'

tLの■日i暮 らろ1ごろう▲

三郎 三JC

ノロのJtAを書せて;Fい

お板(くら)の形はお米l■の形である

+(bR7>)の形はH月の形である

itの形は首足(ひ釦で)の形でbる

手JNの形は■蛤(とんLLJの形である

i - 3)かLrや-が あるひ-i (禾拝)

あかtpや-が あるひ-さ く未rn

背の姑て1こ書が

沖-甚び書仕立て′二ので

正j様な抽J>吸 って引 く

皿 頼rLFを耽 って引 く

74並びのLと与申し上げちrVLい



第 2節 王府オモロ

さて､これ迄見て来たのは､地方で歌われ

るオモロであったが､｢王府オモロ｣と言わ

れる首里王府のオモロを次に見てみたい｡山

内盛彬によると､オモロが王府で歌われる機

会は年 5回で､5種 6曲であった｡

(1) 5月ウマチ- (稲穂祭)の時

①あおりやへがふし

②おしかけふし

(2)6月ウマチ- (稲の大祭)の時

①かくらふし

(3)雨乞いの時

①あかすめつらしやかふし

(4)唐船新造 ･新京使節の慰労宴の時

①あかすめつらしやかふし

(5)冠船劇の時

①Lよりえとふし

なお､古い時代には､国王の知念拝所や玉

城拝所への行幸､首里城落成式等々の時にも

オモロが歌われたが､現在は途絶えてしまっ

ている｡ここで､山内氏の採譜した楽譜から

｢Lよりえとふし｣を引用し､その詞と旋律

を見てみよう｡

ShlyOnitu fustli

Lよりゑとふし

(冠船●】隷)

慧 安仁鼻井刈

常 山 内 戚 彬

,._e _h

～ ･,I16)一･

･I｡,.-e 一- ･ V

"①①･･｡

･･-G)-19

◎ 色ン一･AA｡,.-6 - 7 ･

･. - 6) - ･･

･),-昏 -Y･ .I･ト@-.･･.

¢'昏 ① -

Lよりおはるてだこが おもいぐおの

あそび なよればの みもん

これが原詩だが､このままでは解りにくい

ので､漢字混じりで書き改めると､

L上)3' こたこ わもい(JJ
首里在はる太陽子が御子女達の

rJよ 九もん
遊び踊ればの 見物

という風になり､すなわち､

ひ JLこ
〔首里に在はします陽の皇子の御子達が踊り

ふi)CIJ
はじめたら､本当に美しく､見物である事よ〕

という意になる｡これ迄の先行研究によれば､

オモロ1554首を歌うときの曲数 (ふし名)は

約300曲と言われ､1つの曲に多くの詞を替え

歌的に載せて歌った｡例えば､5月ウマナー

で歌われる ｢あおりやへがふし｣には､300

近くも違う歌詞があったという｡さて､琉球

王府は､今から約500年前の尚真王代に祭式の

時のオモロ演奏の主唱者 として､｢オモロ
山しど1い
主取｣という役職を設け､それを安仁屋家に

命じた｡安仁屋家は､それを世襲し､口伝で

オモロを伝えて行ったのだが､明治期の廃藩

によって琉球王府が無くなると共に､この｢オ

モロ主取｣という役職も断絶した｡この安仁

屋家に代々伝えられたのが ｢おもろさうし･

安仁屋本｣であり､前出の楽譜の演奏者､安

仁屋真刈が､琉球王朝最後の主取役であった｡

おもろさうLは､もう一種､尚益王代の1710

年に書写された ｢尚家本｣が今に伝わる｡と

ころで､オモロの歌い方だが､第一尚氏の尚

真王の代になって､可成変化し始める｡つま

り､尚真は強力な中央集権制度の確立をEH旨

し､その為に地方の按司 (ヤマ トで言えば藩

主の様なもの)達を首里に集め､円覚寺他の

寺社を建立して仏教を奨励し､王府直属の｢オ

モロ主取所｣という役所を創設し､そこに

｢オモロ主取｣という言わば官職を置いたの
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である｡すなわち､この事によって､ノロと

いう女性達の専有であったオモロ演奏に男性

を関与させるどころか､｢主取｣というヘゲ

モニーさえ与えたのである｡それ以後仏教の

声明の要素を取り込み､前掲楽譜のように､

オモロの詞以外の音 (nの子音やa, Oの母

音等)を挿入し､装飾的､或いは暗号的な形

に変形していった (引用譜を参照)｡その理

由として､筆者は次のように考える｡先ず第

一に､中央集権というのは､男性による権力

の集中であり､支配であるから､それまでの

女性の専有権だったオモロ演奏というものを

男性の側に奪い取り､まつり事のみならず､

祭紀事も為政者である男達の意のままにした

かったと思われる｡第二の理由として考えら

れるのは､中央としての首里王府の権威を高

からしめる為にも地方のオモロとは区別し､

差を付ける必要があった｡第三に､仏教を奨

励発布する為に､声明の要素を入れた方が良

いと考えた｡最後に､当時は大交易時代と言

われるように､中国大陸や､ヤマ ト､朝鮮､

ルソン､シャム､安南､マラッカ等との交流

が頻々とあり､外来文化を諾い､積極的に受

け入れようという時代の気風があったとい

う､以上の4点である｡

第 2章 (クェーナ)

表記法が ｢くわいにや｣｢くわいな｣｢くい

にや｣｢かういにや｣｢こゑ-な｣｢こゑな｣

｢く--な｣｢請名｣等､実に様々あり､発

音も ｢クェ-ナ｣｢クエナ｣｢グエンナ｣｢グ

ヘ-ンナ｣｢ゲ-ナ｣｢コイナ｣｢コンナ｣と

多くのヴァリアンテがある｡｢オタカベ｣と

言う呪術的詞章が次第にその呪術的なものを

薄めていき､振 り (舞い)を導入したら､叙

事的歌謡へ詩的発展をした｡それが ｢クェ-

ナ｣である｡

城間繁は､｢沖縄県史｣の中で､｢クェ-ナ｣

の定義について次の様に書いている｡

｢オモロ｣から分化した対句の連続か

らなる進行形の長編叙事歌謡である｡オモロ

同様の口承歌謡だが､その殆どが長編で､物

事の経過を事細かく述べ､最後は祈願の形で

結ばれている｡そして又､女性だけの集団に

よる簡単な振 りもついている｡その場合､三

舷等の音は伴わず､音取りだけが鼓を打って

調子を取 り､他の女性達は円陣を作り､或い

は座り或いは立ち､或いは駆け足で唄うが､

その時､掌は必ず拝む形で合わせて､拍子を

取るのが特徴である｡

さて､｢クヮイニヤ｣の語源については､

F琉球神道記』に ｢神が海底から毎月拝林に
y-/ りムイ

現れて遊び給う｡特物は､み萱､唱は御唱｣
γ-/

とあるところから､神事の萱-ケーナに転批

したとする説と､『オモロサウシ』巻 3の80

の語句の終わりにとなえる噺子の ｢エケ ･コ

イノ｣から出たとする説がある｡参考までに､

出所だと言われている ｢おもろ｣を記す｡

『おもろさうし』3の80･あがおなりかみの

ふし

1.あくれなの とりの

(アンクェ-ナの鳥の)

くちなかの とりの (塀長の鳥の)

ゑけ コイノ (アレ コイノ)-･噺子

又 のう みちへか おひきよる

(何見てか追い来る)

いきや みちへか おひきよる

(如何見てか追い来る)

ゑけ コイノ

又 きみ みちへす おひきよれ

(君見てこそ追い来れ)

ぬし みちへす おひきよれ

(主見てこそ追い来れ)

ゑけ コイノ

となっており､各節ごとに見られる磯子 ｢ゑ

け ･コイノ｣のコイノから来たものとしてい

る｡この場合の ｢ゑけ｣は感嘆詞という事で

一致して問題はないが､首里で｢クェ-ナ｣､那

覇で ｢アンクェ-ナ｣(あくれない)と呼ば

れている鳥 [コイノ]については､また､幾
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つかの説があって面白い｡すなわち､八重山

の古謡 ｢コイナ-ユ ンタ｣の中に出てくる

｢コイナ｣は､夏の夜､コ-イ ･コ-イと鳴

きながら､海から陸に上がってくる千鳥ほど

の小さな鳥で､四国方言 ｢しょうぴん｣と言

われている川蝉の一種であろうか(宮良首壮)

と言い､また伊波普猷や金城朝永の五位鷺(日

本語でコイとも言う)説に対し､r八重山古謡』
ユカ7-トゥリ

の中で喜舎場永均は ｢世果報鳥｣という抽象

的な名称で止めてはいるが､それでも八重山

では五位鷺を ｢ヨーラサー｣｢夜ガラサー｣

と呼び､不吉な鳥とされていることから､｢コ
ユカ7-ト･〉リイ

イナ｣(世果報鳥)とは異なる､としている｡

そして今一つは､仲原善忠･山内盛彬の ｢嶋｣

説である｡後年､官長首壮も ｢鴫には三種以

上もあって浜鴫か田嶋かわからない｣としな

がらも､｢鴫｣説に改正しているところをみ

ると､｢クェ-ナ｣- ｢鴫｣の方が有力な説

のようである｡

それに対して､外聞守善も｢南島歌謡大成｣

の中で次の様に述べている｡

クェ-ナは､オタカベなどともつなが

りながら､農耕儀礼の周辺に発生の基盤を置

き､共同体の信仰や経済や生産に関わりを持

つ叙事的歌謡である｡(中略)クェ-ナの特

徴は､村落共同体の繁栄や幸福を願う願望を､

対語 ･対句をつらね､連続 ･進行形に叙述し

ていく叙事的歌形にまず見出す事ができる｡

その主題は､漁労､稲作､雨乞い､航海､船

造り､家造り､布織 りなどである｡南島古謡

の大部分は､祭式と関わりが深く､神々の呪

縛の中に初源的な生命を育て､呪商的心意や

叙事性を含み込んだまま､共同体の生活の場

に大 きく広がって行ったものであるが､

クェ-ナはその典型的なものであり､今日に

伝えられている149編の全容から､叙事的歌謡

であると考えることができる｡(中略)南島

では一般に､呪言 ･呪詞 (神による詫宣人に

よる宣り言)と祭式歌謡とは､祭式の中で混

在､または混融した形で共存している｡雨乞

いの呪詞ミセセル､雨乞いの呪詞オタカベは､

雨乞い歌謡のクェ-ナにその呪的心意を伝え

ていくという発展を､そこに見る事ができた

わけである｡クェ-ナとミセセル､オタカベ

とのそのようなつなが りに注 目すると､

クェ-ナはオモロに先行する成立であって

も､後続する歌謡であるとは思われず､その

点､クェ-ナはオモロを母胎にして生まれた

歌謡であるとする従来の諸説とは､筆者は考

え方を異にしているのである｡

それでは､実際の詞と曲を見てみよう｡先

ず､芭蕉布を糸から織り上げる工程を､美し

い対句をちりばめて歌う ｢うりづみクヮイ

ニヤ｣である｡(沖縄県史より引用)

『うりづみクヮイニヤ』
J･ノI ●/r7

1･うりづみの初が苧

(旧3月､大地が潤い浸みわたる頃に出

来た初物の芋を)
r)カナ/l て7Ty.)7-

･若夏の美肌苧

(生まれたての初々しい夏に出来た､人

肌のように柔らかい上等の芋を)

･キヨラよキヨラよ !

(晴らヨー噺子一行毎にあり､以下略)
7タ+クY

2･真竹管つくて

(真竹の糸車用の管を作って)

･真竹やびつくして

(真竹の茎肉を取 り去った管を作って)
-///パナ〝タ7イイ/.

3･尾花形引出し

(芋を尾花の形に引き出して)
フイノヤ

･ばらん形抜出ち

(バラン-尾花の口語-の形を抜き出し

て)
十17ト.>

4･大和から下たる (日本から渡って来た)

･金の輪のみをぐち(金の輪の糸入れ器を)
A/(7T+1

5･お側引寄せて (お側に引き寄せて)

･お前に引寄せて (お前に引き寄せて)

6･はたいん芋やうんみち
′､Tノ i1I′

(二十算み-1本を-把と言い､四把を
+ユデJ +Jユミ
一手と言い､その十倍が-算すなわち

800本の糸となるが､実際は折り目の細
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かさを表した修飾語-の芋の糸を積み 8･吉かる日よえらで (よい日を選んで)

入れて) ･まさる日よ抜出ち(勝る日をえり抜いて)

･むすん芋やうみんち 9･ 十 尋 絃 か け て

(三十算みの芋の糸を積み入れて) (十尋にもおよぶ総をかけて)

7･つみなかいつむち (錘に巻紡いで) ･八尋絃かけて (八尋の結糸をかけて)

･わくなかいくゆげて (枠に繰って) 一以下略- (筆者註･詞はこの後27番迄続く)

卓'.･.･I:..i-･出 . -∴.･･p･･!･;･.L 1..;･･:..I , - ∴ ...,.1∴ :._.
L一一一 一一 - ～ - 一一㌧､ -一 一-

う - り一 一 す い 一 一 い - み - ぬ - は つ い - が - 一 宇 ク ー ネ ー わ - - か - 一

pII5b
事∴･十･■･･･-:･･･'-･:･.'･:.I･-･1十･･-T.I-∴一一..･-:I:-r･r･
な一一 あ-ご - ぬ - - ま -ふ わー だ - 一 宇 - サ ケ - ネ ちゅ- ら - よ ち ゆ - ら - よ 一 一 一

手;･･ ･-.･'.J｣- I ~ ~
ちゆ ら - よ

この詞も長いが､前述した通り､クェ-ナ

の殆どは長大な詞で構成されており､最大の

ものは､航海と旅の安全を祈願する ｢やらし

海神 の クェ - ナ
うんがみn く1- rl

tJng▲nlmJ-k▼卓n▲

｣_71

この語例を見ると､素朴で単純な旋律と言

い､又､曲の短さと言い､音域の狭さと言い､

音楽的には極めてプリミテイヴな印象を受け

る｡従って､外聞守善の ｢雨乞いの呪詞オタ

い｣で､実に640番に及んでいる｡もう1つ

見てみよう｡(｢日本民謡大観｣から引用)

1 1 - ヨー ガ -巾 や ま く まが や い

エ ー イ ー 十 一 レー t:一･ゴ ー ホ ー ラ イ

2 ☆ い す J3き- や く人 1こて ､.て い ☆

3 ☆ い ちは うね う らか iて L.☆

4 ☆ rLrJは うね うちか さて い ☆

5 ☆ FLぎす らや > りは人 ら ☆

6 ☆ は らす らや す す りや い 女

7 士 や ま ぐち IC の 人 じ ● さい ☆

B ☆ い rJ('1二一や T る/二が や ☆

9 ☆ ま さ ぐは t ひ き う る ら ☆

10 ☆ くが に ぜ - く ゆ い (ころ り ☆

11 ☆ rJん じ ゃせ - く ゆ い ｢ころ り ☆

12 11 くが ILL ぐ う ちか さて . ☆

13. ☆ rLん じゃ し ぐ うちか さて い i,

14 ☆ と 1 らfLJ=化 は ぎ うさて い せ

15☆ くbt'JLは -や う Ltこて て い せ

16 ☆ rJ人 じ ゃ は - や うL f:て て ､ ☆

17 ☆ ) さて い み は う さ じ ○ ら さ ☆

)8- ☆ は ら ち んは は い じ サ ち さ せ

19 ☆ ざん ぶ ぷ - や ひ > う る ら ☆

20 ☆ じ人 JE{-.Leや ひ き さVて い 0

2t･ 女 と †ろ うみ 人 は い か か て い ☆

22 ☆ ビ ラろ う7'ん わ き人 じ ゃ ら ir

23 ☆ や ま と うど 1まい ら ち やび f=人 ☆

24 ☆ 1二丈が は ら わ が か h て い ☆

251 ☆ か JLLて ､ ま Iこ tEと ,ろ み ち ☆

26 * う くの す - や T I あ ら さ せ

27 ☆ ひ ろね す - や rJふ 8>ら さ ☆

28 ☆ T二王が Iiち わ が の ち ら ☆

29 ☆ い ち ◆ し さに わ が ね るに ☆

30 ☆ ぐひ じ 王 に うん Jaさが ☆

I-a- ^先山にiBふ上が って

1-イ一十･-レーヒ-3-ホーライ

イ!>一の未を 岨み立てて

五刃拝そうらわけで

七刃拝をうちtEIけて

斗乗手やJりJrして

N兼 を書びj書として

山口lこ事 り出して

女(=ら11そろっT=かわ

X砂浜に引 >粋ろして

1金の細工を村人で

iIの■ユニを頼んで

*金のl■(ち)をうちE>けて

tのl■争う引さけて

十4船 JHF(Ll)さ芹か-T

I金の蛙 をおし立てて

4!の桂 をおし立てて

辞かべてみると辞 l方 か★ しい

変 らせてみると車 り万が事 しい

ざん.Ll■lは引 >井 ろして

じ人Jk■lは引 き下げて

Ui28に奉 り妙かつて

泥沖を分け出 して

大和のTElにfbiL,T=

玉 d-ラ争1bTこしかJEいて

&いて まT=LEるi■の

AのIはJIIJがXい

辺戸の,事は鼓が兼い

玉 〝-うなわ/こしが満 ちして

どのようにして わ†こしのノ01こ

ぐ】庶事 をまT=申 し上Ill うD･

カベは､雨乞い歌謡のクェ-ナにその呪的心

意を伝えていく｣と言う主張や､｢クェーナ

はオモロに先行する成立｣という説に筆者も

首肯できる｡又､同氏の ｢呪言 ･呪詞と祭式
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歌謡とは､祭式の中で混在､又は混融した形

で共存している｣という事についてもう少し

説明すると､18世紀の久米島では､色々な祭

式の中で､先ずノロによって ｢オタカベ｣が

唱えられ､ついで ｢オモロ｣が歌われ､最後

に ｢クェ-ナ｣が演奏されていたという記録

がある｡(｢久米仲里旧記｣)それから類推す

るに､沖縄の各地でもこのような式順で呪言･

呪詞と祭式歌謡 (つまりクェ-ナ)とは並列

的に混融して歌われていたと思う｡又､クェ-

ナがオモロと演奏形態の面ではっきり違って

いるのは､男性歌唱者を承認している事と､

演奏と並行 して､簡単な手の振 りや円陣を

作って周回する等の動作を伴っている事であ

る｡

第 3章 (テイルル)

｢テイルル｣とは､照 り輝 く程に美しく厳

かな言の葉という意味で､久高島の ｢イザイ
うま

ホ-｣という､12年ごとの午年の11月に5日

間行われる祭りで歌われる叙事的歌謡の事で

ある｡先ず､｢日本民謡大観｣の記述から引

用する｡

イザイホ-の目的は､久高島で生まれ

た丑年の30歳から寅年の41歳までの女性が､

ノロを頂点とする神女組織に加入する事であ

る｡そのために､まず､祖先神の霊魂 ｢ウプ

ティシジ｣をいただき､久高根人 (男神職名)

の宋付で太陽神のセジ (霊魂･霊力)を賜り､

外聞ノロのスジ付けで月神のセジを賜って､

より一層セジを充実させ神女集団に加入する

事が認められるのである｡11月15日は夕神遊

び (ゆくね-がみあしび)｡夕方､新 しく神

女になるもの (ナンチュ)が､7つ橋渡りを

夕神遊びのティルル
や く1h-がみあしび伯で‥るる

ytLhd■LJEl1-■■hlblnu-t)ruJV

J_71

行い､その晩から3日間7つ家に龍る｡11月

16日は頭垂れ遊び (はしららりあしび)｡神

女達が御殿庭で円陣を作ってティルルを歌い

ながら舞う｡11月17日は花挿し遊び (ぱなさ

しあしび)､乗付け遊び (しゅ-ていきあし

び)､ハ-神遊び (は-がみあしび)｡外聞根

人が宋印を､外聞ノロがスジを神女の額と両

頬につけ､その後､ティルルを歌いながら舞

う｡11月18日はニラ-ハラー遥拝､アリク

ヤー､アサン廻 り､桶廻 り (ぐきま-い)0

神女達が東方に向かって祈願をしたり､神女

を15歳から70歳までの男が､網を両手につか

んで上下に揺さぶって､船漕ぎの所作を演じ

たりした後､ナンチュが帰宅して男兄弟と向

かい合って儀礼を行う｡その後､外聞殿､御

殿庭で神酒の入った桶の周 りを踊 りながら

回って､あとで神酒をいただく｡11月19日は

後片付け｡11月20日にイザイホ-の終了祈願

が行われる

次に､実際の音楽を見てみよう｡

J,I)

E+- P * 4-L一一 暮々-■◆ イう■ -て､■ イうI - 1●､● イ

rA*】17tQth.

このティルルは､イザイホ-初日の夕方に､

ノロの家で神人全員によって歌われる斉唱

で､これによってイザイホ-行事の開始が告

げられるのである｡極めてシンプルな旋律と

リズムであり､前半は律旋法の､後半は琉球

旋法の匂いが､それぞれかすかに感じられる

が､はっきりした形を確立していない､原初

の頃の音楽と判断される｡

JL]2.IL3trti
ltI)IlTR-.

4 - とI
1 - い

(/ - とう
ん - とI
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このティルルも､イザイホ-初日の夜､神

アシヤギの中で歌われるものであるが､演奏

方法は､先の ｢むとうテイルル｣と違い､音

取いが1節歌うと､全員がそれを復唱すると

いう形をとる｡音楽は､旋律線と言い､リズ

ムと言い､前出の ｢むとうテイルル｣より更

にプリミティブな形を示しており､音域は､

たった3度で､又､曲も一息で歌いきる程の

短さながら､歌詞を10番迄繰 り返すのである｡

第 4章 (ティルクグチ)

先に述べたティルルと､このテイルタグチ

とは､共通した部分を有しているが､先ず､

｢EI本民謡大観｣からの引用を書いてみる｡

テイルタグチは伊平屋 ･伊是名の両島

に伝わる稲作の豊作祈願の歌である｡伊平屋

村では田名･我喜屋･島尻､伊是名村では諸兄･

仲田 ･伊是名 ･勢理客の計7ヶ所に伝承があ

る｡日程は田名のみ7月17日で､他地区はい

ずれも8月11日｡歌い手に特定の資格はない

が､男性が多い｡夕方から徹夜でムラの各戸

を巡り､これを歌う｡(中略)歌詞の内容は､

まず訪れた先の家はめに始まり､稲作の過程

を代掻き､種播き､田植え､刈り入れ､倉納

め､神酒造りまで､順を迫って叙述し､その

通り順調に豊作が実現することを願う｡稲作

の過程を追って叙述するという歌詞の様式

は､八重山諸島の (稲が種子アヨー)と同じ

であるが､旋律やリズムは大きく異なる｡ア

ヨーが柏の伸縮の多い荘重な旋律であるのに

対し､テイルクグチはきわめてシラビックで

リズミカルな旋律である｡歌い方は､ほとん

どの地区では上手な人が音取いとなり､村人

が復唱する形で歌い進める｡近年は三線 (さ

んしん)で伴奏を加えるようになった｡(中略)

2つの節で歌詞が対句になっている場合は､

一方の節を高い音から歌い出し､他方をやや

低く歌い出すというふうに､旋律を組み合わ

せる傾向がある｡これは沖縄の神歌の基本的

特徴である｡テイルクグチの由来について､

伊平屋村では奄美の沖永良部島ないしは喜界

島のノロが

伝えたとの口碑がある｡ 又､｢南島歌

謡大成｣は次のように述べているO テイ

ルクグチは､伊平屋､伊是名諸島に伝わる呪

詞で､照り輝くように美しくおごそかな神の

ことば､という意味が原意である｡テイルク

とクチの2語が複合したもので､､テイルクは

太陽神のことだから､太陽神のクチ､すなわ

ち神のクチ (神口)と言う事になる｡神口と

いうことになれば､ミセセル的託宣であり､

神託であるということになるが､今に伝えら

れている21篇のテイルクグチには､ミセセル

的神託型とオタカベ的祝詞型､そしてその2

種の1部を含みつつ､部落創成の歴史､神話

を伝えようとする意志をもつ複合型の3種の

型がみられる｡(中略)数の上では祝詞型が

いちばん多く､テイルクグチの主流であり､

神託型と複合型はほぼ同数である｡3つの型

の古新については､これまた決め難い､難し

い問題ではあるが､全体として構造的な整え

の見られる複合型は､新しい成立であろうと

思われる｡

さて､ここで語例を見てみよう｡1つめは､

伊平屋村我喜屋に伝わる ｢テイルクーミ｣と

呼ばれる曲である｡単純で短いものながら､

詞が78番まで続く長編歌謡である｡先述した

分類によると､ミセセル的神託型に入れられ

る｡注目すべきは､詞と旋律との関わり方で､

歌詞の対句表現を歌うのに､旋律線を変化さ

せるという方法論で対置的に表現している点

である｡例えば､5番の詞 『ているくみがい

もちょさ』は語例の上段 (ドドミソシ)から

歌い始め､6番の詞 rなりくみがいもちょさ』

は､語例の下段 (ソソシソソ)から歌いださ

れ､後半部は同一のメロディーになるものの､

ドラマティックと言える程対比的に歌い分け

られる｡この点に関し､筆者は､いにしえ人

の､並々ならぬ表現の成熟性と近代性とを見

て取るのである｡
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次の譜例は伊是名村諸兄の｢テイルクグチ｣
ゆ-に【r-

で､旧暦8月11日の ｢世願｣という行事の中

で歌われるものである｡伊是名島のテイルク

グチには独特の様式が有り､それは､曲中の

ある節から一転してアップテンポになる事で

あり､この曲では第44節の 『イヤしんぐあち

がなりばよ』からである｡又､前出の ｢テイ

ルクーミ｣と同様､対句表現に対応して､旋

律線が2種 (語例の2段目と3段目)に分離

して交互に歌われるが､歌詞が対句になって

ない部分でも旋律は対の形のまま歌われるの

で､我喜屋の｢テイルクーミ｣の厳密さに至っ

てない｡だが､この事をもって､諸兄の｢テイ

ルクグチ｣の成立時代が､我喜屋の ｢テイル

クーミ｣より古いと結論付けるには､未だ多

くの研究と資料を要する｡

ナ 1Jtク ブ ナ lt粋

≒享j i.軍

- し● が /I L-- う ぬ さ ら-- し た り ら一一 十 十 に-

▲5イ 十 ,Lわ ー ib
47イ 十 た tr と)
49イ Jr A .r L
51イ ヤ 心 ざ ら

lt t】11~7′-rTとh2t低い.
tit)7[せいが+5小爪までtELつ

FlnL十も.

り だ- ウ てい-
f: わ か ら ん-I
でY. し ぎ み -

5章 (アマウエーダ)

今では､浦添市と玉城村にしか残ってない

この古謡について､｢日本民謡大観｣は､次

のように述べている｡ 口碑によれば､

｢あまみちゅ｣という神が沖縄の人々に稲作

の技術を教えたという｡歌詞内容は ｢あまみ

ちゅ｣が水源を探し当て､田を作 り､種を播

いて､その実りを収穫するまでの過程を順を

追って叙述したものである｡(中略)玉城村

の仲村渠では ｢アマウェ-ダのクェ-ナ｣と

も呼ぶが､他のクェ-ナのほとんどは女性が

歌うものであるのに対し､各地のアマウェ-

ダは主に男性が歌う｡ 又､｢沖縄大百

科事典｣の中で比嘉実氏は次のように説く｡

アマウェ-ダ (天親田)は､沖縄諸島

の村々の神田でおこなわれた田植えの儀礼

で､その際に豊作を予祝祈願して謡われる歌

謡｡独立した歌謡形態と考える説もあるが､

形態からみて､｢クェ-ナ｣に分類すること

も可能｡伝承 ･記録されたものが少なく､現

在までに､浦添市西原 ･沢低､玉城村百名の

もの3種が採録されている｡内容はいずれも､

琉球人の祖先神と考えられている､(アマミ

ツ)(アマミチ)(アマミキヨ)で始まり､前
あせ

半は､田に適する土地の選定や､畦を整えた

あとに牛をおろして田を耕すことを謡う｡後

半は苗植え､月々の宙の生育状態､それにと

もなう労働の手順､刈 り取り､稲積みまでの

理想的展開を詳細に叙述する｡(中略)アマミ

キヨ時代の稲作の祖形を反復することによっ

て､稲作の豊穣を獲得しようとする呪術的心

情に発した､幻想的叙事歌謡である｡
そもそも､アマミキヨという祖先神は､琉球

に於ける稲作発祥に関わる女神で､シネリキ

ヨという男神の妻とする伝承が各地にある｡

アマミチュ一､アマンチュ-とも言われ､｢お

もろさうし｣にも出てくる琉球の開聞神であ
てんそん)か-

る｡伝承によると､百名村の天孫御川に､3

本の稲穂をくわえたまま死んでいる鶴をアマ
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うさんt,rHよい人L_ゆ ふ〃,-た
ミキヨが見つけ､それを受水走水の三穂田に

種子として蒔き､その後､新田に植え替えた
I.＼AJ+

という事である｡ちなみに､受水とは､流れ

アマウェーダ ① (浦添市沢低)
.n■▼tdJL

q!LL

!Jい人L_A
を受ける溝の意であり､走水とは､水が走り

流れるということを意味する｡

さてそれでは､実際の音を案じてみよう｡
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2つめの語例は､｢三穂田｣に初めて稲の

苗を植え替える儀式で歌われるが､その際､
'lし

先ず座敷に座って､｢屠グェ-ナ｣と呼ばれ

る部分 (語例の上2段)を歌い､その後､｢立

ちグェ-ナ｣の部分 (譜例の3段目以降)を

起立して歌う｡噺子の部分では子どもたちが

加わり､｢エイヤ !ハロチ-ヘイ !｣と､掛

け声をかける｡湧上元雄は､アマウェ-ダの

儀礼について､次のように書いている｡

天つ御田 ･神田の原義から､むらの神

田での田植えや播種の儀礼をさす｡古く沖縄

諸島の村々で､旧暦10月の種子をとり､また

は､1-2月の田植え初めに､村人一同が神

田に集まり､水口を祭り､種下ろしから刈 り

入れまでの経過を詳 しく述べた田植 えの

クェ-ナ (アマウェ-ダの歌)を歌って豊作

を予祝祈願した｡玉城村仲村渠では､最近ま
うま

で正月初午の日に､頭にミチヂ (莱)をのせ

た男3人が (受水走水)の親田で､神酒と花
t̂r I-∫,

米を畦に供えて神を祭り､田植えをした｡直
L.ド .b
会の後､むらの大人たちが､(座グェ-ナ)

を歌うと､子供達は (エー親田よ一､米の湧

き上がゆい)とはや し､帰路は大人が歌う

(立ちグェ-ナ)に合わせて子供達が (イェ

イヤーハロチ-へイ)と､はやし立てながら､
i'-i｣-

村の破屋のミントウンへ向かった｡-

さて､2つの語例を比べてみると､後者の

仲村渠のアマウェ-ダの方が曲としては長い
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が､旋律の変化に富んでいるのは､前者の沢

低の方であり､｢クミヌワチャガエイ｣の詞

の部分では､リズムも旋律も噺子コトバも､

そっくりであるから､この2地域間に何等か

の交流があったと考えられる｡又､後者の

｢居グェ-ナ｣の前半部の唱え方が､｢組踊｣の

(男 トナエ)と酷似しているのも､極めて興
ま

味深く､今後の研究が侯たれる｡

第 6章 結び

｢オモロ｣に始まって ｢アマウェ-ダ｣ま

で､沖縄本島とその周辺の離島に伝承される

古謡について書いて来た｡｢ミセセル｣と ｢オ

タカベ｣については､古謡に含む場合もある

が､音楽の要素より､呪詞の要素の方が強い

ので､ここは入れなかった｡この小論をした

ためながら改めて感じたことは､その量の膨

大さである｡種類の多さもさることながら､

曲の多さ､内容の多様さ､又､1つの曲の中

での歌詞の量の多さ- 100番以上に亘る曲も

数多くある- 等々､まさに驚嘆に値する｡

かてて加えて､今回は紙数の関係で言及しな

かったが､宮古や八重山にも､沖縄本島に劣

らぬほど､いや､それ以上に歌い継がれて来

た古謡があるのである｡それらについては､

いずれかの機会に考究してみたいと思う｡こ

のような､沖縄の伝統的な歌の多さの理由を

考えてみた｡先ず､第一に､先述した通り､

琉球王国という一つの国が長らく繁栄し､そ

の中で多くの文化を醸成して行った事があげ

られる｡それは､音楽のみならず､陶芸や彫刻･

漆芸･染織 り等の美術工芸､或いは建築､書､

詩歌､舞踊､武術等々でも､琉球独自の様式

と内容とを造り上げて来たと言える｡第二に､

仏教の伝来が比較的遅く- 寺院が建ち始め

たのは､15世紀以降である- 為に､その影

響よりも先に､｢常世思想｣という琉球土着

の思想や生活習俗の中から多くの祭紀や儀礼

が営まれ､それに付随して古謡が生まれ､歌

い継がれて来たと考えられる｡第三には､地

方にあっては､租税の苛烈さ (人頭税等)や

生活苦､又､シマのおきてや諸々の生活規範

にがんじがらめに縛られていて､唯I--､その

苦しさを忘れ､慰籍されるのが 《歌っている

時≫だったからに他ならない｡

しかるに､危倶すべき事もある｡本論文に

引用した語例は､その殆どが1991年に出版さ

れた ｢日本民謡大観｣から引いたものだが､

その時点でも､すでに消失した曲が多く､又､

歌詞についても､後半部を失念して歌えない

という事態があったようである｡戦後このか

た､急激な社会構造や生活様式の変化によっ

て､伝統行事や祭祀等が消滅し､その為に､

古来より連綿として受け継がれて来た古謡も

同時に断絶､消失の危機に瀕しているのであ

る｡

しかしながら､時の大河の流れを変えたり､

時代の価値観を変える等という事は誰にもで

きないのだから､せめては､多くの古謡を記

録して保存し､それを後世に伝えるという事

に意を注ぐべきだろう｡
い㌻JLiナいと＼
泉 恵得 (琉球大学教授)
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